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研究主題 

特別支援教育コーディネーター 

業務の推進に関する研究 
―多様なニーズをもつ一人一人の子供の育ちを支える関係機関連携を目指して― 
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「関係機関連携ハンドブック」の作成に当たって 

「関係機関連携ハンドブック」の作成に当たって

は，県内一部地域の特別支援教育コーディネーター

と県内一部地域の地域自立支援協議会※を構成する

関係機関に対し，連携に関するアンケート調査を行

いました。そして，調査結果をもとに，課題となっ 

たことに対応して，その課題を改善する手立てや，

関係機関から学校（園）が求められている事柄を盛

り込むことができるよう，ハンドブックの試案を作

成しました。その後，ハンドブック試案を活用して

の実践と実践後の事後調査によって，試案の修正と

改善を行いました。 

 

 ※地域自立支援協議会とは，地域の機関が連携を図り，地域の障がいのある方についての支援に

関する情報共有や支援体制整備を協議する場のことです。 

 

 はじめに 

幼稚園，小・中学校，高等学校では，インクルーシブ教育システム構

築に向け，各学校（園）における支援体制を整えてきています。しかし，

多様なニーズに対応する必要が出てきたことに加え，生徒指導上の課

題，不登校，家庭的な問題等，子供たちの抱える課題は，複雑化・多様

化しており，自校（園）内では解決が難しく，対応に苦慮する様子が見

られています。そのために，専門的な支援の必要性が高まっているもの

の，地域にある様々な資源についての情報の共有がされておらず，どの

ように活用すれば良いのかが把握されていない状況にあり，関係機関と

の連携や連携のツールである個別の教育支援計画の作成についても課

題や難しさが見られているのが現状です。 

本研究では，特別支援教育コーディネーター業務の中でも関係機関との連携に焦点を当て，相談実

践を検証し，連携を組織的，継続的に実施するための取組やその進め方を「関係機関連携ハンドブック」

としてまとめました。幼稚園，小・中学校，高等学校が地域にある様々な資源の専門性や役割，支援体

制の構築と個別の教育支援計画を活用した情報共有の方法について理解するとともに，学校（園）と

関係機関とが共に専門性を発揮しながら，一体となって多様なニーズをもつ子供の課題解決や将来を

見据えた支援，生活を豊かにする取組を充実させていく一助とするものです。こうした取組が，各学

校（園）の相談支援機能を強化し，幼児児童生徒のライフステージを通じた一貫した支援や地域とし

ての専門性の担保につながっていくものと考えます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「関係機関連携ハンドブック」の構成 

準備・理解編，事例編，資料編の３つで 

構成しています。 

 

 

 

つながるために 準備・理解編 
 ・関係機関連携における学校（園）の取組と進め方 

・保護者との連携 
・「個別の教育支援計画」・「個別の指導計画」の活用方法 

主な内容（抜粋） 

 

 

つながり・ささえる 事例編 
 ・関係機関と連携した具体的事例 

（課題の把握，校内体制，校内での対応，関係機関との
連携の実際と進め方） 

・事例の内容について，他に対応できる機関の紹介 等 

 

資料編 
 ・関係機関（専門家）の機能と役割 

・関係機関の連絡先・リンク 

 

 

様式集 
 ・「気づきのための幼児チェックリスト」 
・「児童生徒スクリーニングシート」 
・「アセスメントのためのフォーマット」 等 

つながり・ささえる 事例編 

「LOOK！」では，ハンドブック全体を
通して，関係機関連携を進める上で理解
しておくことや，指導・支援に役立つ情
報を掲載！ 

つながるために 準備・理解編 資料編 
 

事例に関係する主な関係機関
を示しています。 

ケースの概要を示した上で、関係機関との
連携や校内の分担を図式化しています。 

子供が抱える課題をどのよう
に把握したのかを示していま
す。 

関係機関との連携の具体的
内容について示しています。 

校内ではどのようなチームを
組んで支援に当たったのか， 
どのようにアセスメントをし
たのかについて示していま
す。 

校内の支援の方針や手立て， 
役割分担について示していま
す。 

 

「いつ連携するのか」 
その前提には，支援が必要な子供を絞り込む必要
があります。園・学校全体で進める支援を示しま
した。別頁にはその具体も記載しています。 

校内での支援体制について，支援レベルとともに
示しました。次頁では，フローチャートをたどる
ことで，支援の流れが理解できるようになってい
ます。 

関係機関連携に 
つながる過程です。 
現在の支援がどの

段階の支援であるの
かを確認できるよう
になっています。 

様式集 
 

資料編では関係機関の機能と役割、連絡先などをまとめました。様式集は 
コピー（印刷）をしてそのまま活用ができるようになっています。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   特別支援教育コーディネーター 実践のポイント 

 「いつ，どことつながれば良いのか」につい

ては，アセスメントをして，支援課題が明確に

なることで，学校（園）で対応できること，で

きないことが見えてきます。校内で難しい部

分やより専門的な支援が必要な場面について

関係機関との連携を考えましょう。 

 関係機関との役割分担では，子供の実態や

取り巻く環境はもとより，将来を見据えて，

「今何が必要か」といった支援を共有した上

で，どの機関がどのような支援ができるのか

をすり合わせていくことが重要です。 

 支援は，モニタリングがカギとなります。 

支援をしてみて，その経過を見て見直しをし

ていくことで的確な支援へと結び付いていき

ます。 

 

 連携は，自職種でできることは確実に行っ

った上で行うことが重要です。しかし，校（園）

内委員会で検討したけれども，どのように支

援をすれば良いのか支援の糸口が見つからな

い場合や，子供の抱える課題に対して，どの機

関がどのように支援できるのかといった情報

提供など，様々な課題に応じて，「コンサルテ

ーション」（支援者を支援する）という形で支

援できる機関は数多くあります。 

 それぞれの地域で，障がいのあるなしにか

かわらず，全ての子供たちが自分の能力を十

分に発揮できるような支援ができるよう，支

援者を支える取組が進んでいます。 

 

幼稚園，小・中学校，高等学校において，子供たちの多様なニーズに対応するための校内体制づく

りや関係機関との連携のために，本研究及び「関係機関連携ハンドブック」が少しでも役立てられた

ならば幸いです。なお，当センターの Webページに，研究内容や様式（前頁のチェックリスト，アセ

スメントのためのフォーマット等）を掲載しておりますので，ご覧ください。 

【岩手県立総合教育センター http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/174cd/h30tyou.html】 

 困難さを抱える幼児児童生徒の支援経過に

おいて，主な支援機関が代わることを「移行」

と言います。「移行」では，一定の期間，支援

機関が重なり合いながら，併走する形での支

援を行うことにより，次のライフステージに

なめらかにつなぐことができることが明らか

となりました。そのため，各学校（園）におい

ては，引き継ぎの場の設定とフォローアップ

の場の設定が重要となります。 

 「協働」とは，複数のニーズを有するケース

に対して，複数の機関が支援することです。関

係機関と「協働」するためには，まず，学校

（園）が自職種でできることは確実に行って

から連携することが必要です。 


